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さらなるレベ ルア ップ を

　会員の皆様には、日頃より本会の活動等に関して深いご理解と、ご支援、ご協力をいただ
きありがとうございます。また、２月20日の「第20回研究協議会」には全国各地より、大勢
の皆様にご参加いただき開催できましたことに深く感謝申し上げます。
　本研究協議会は平成８年に第１回を開催してから、今年で20回の節目を迎えることができ
ました。今回の研究協議会では全養連のこれまでの活動報告をさせていただきました。この
研究協議会も、時代の変化とともに主題が変化してきております。その時々で、養護教諭の

課題を取り上げ、養護教諭としてどのように応えていくか、会員の先生方と真摯な態度で一緒に考えてまいりました。
この研究協議会の果たす役割の大きさを改めて確認することができました。今後はさらにこの研究協議会が全国の養護
教諭にとっての指針となり、支えとなるようにしていくことの責任の大きさを痛感しております。
　ご協力いただいております養護教諭の職務に関する調査は、隔年の実施としWeb入力ができるように改善し、効率化
を図りました。忌憚のないご意見をいただければ幸いと思います。調査結果を分析し、養護教諭のもつ課題を明確に
し、職場環境を整えるべく関係機関への要請、要望等の活動の資料として活用させていただきます。また、研究誌「瑞
星」９号も発刊いたしました。内容は全国各地の先生方の実践報告集です。地域性や校種の特性がよく出ており、素晴
らしい実践に触れることで、自校の保健活動推進の振り返りや向上のための一助になるものと確信しております。
　子どもたちの健康課題が複雑で多岐にわたっている中で、私たち養護教諭の職務への期待は大きくなるばかりです。
食物アレルギーを含む各種アレルギー疾患、インフルエンザや麻しん等の感染症、いじめや不登校といったメンタルヘ
ルヘルスに関する問題、未成年の喫煙や飲酒、薬物乱用、性に関する問題行動等々、その対応には、養護教諭を中心と
して取り組むばかりではなく、様々な関係機関との連携が必要となってきます。その際、養護教諭はコーディネーター
としての役割も果さなくてはなりません。学校保健を推進していくだけでなく外部機関との連携を図っていかなくては
なりません。そのためには、養護教諭が学校保健のリーダーとなれるような力量が必要となってきます。
　本会では、養護教諭の力量アップのための研修会を企画していくことは勿論、研修の制度化や複数配置の推進につい
ての取り組みの強化を図っていきたいと考えています。今後とも、ますますのご協力とご支援をよろしくお願いいたし
ます。
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